
市
長

①
小
平
市
高
年
齢
者
職
業
相

談
室
の
就
職
者
数
は
大
幅
に
減
少
し

て
お
り
、
平
成
15
年
1
月
に
、
厚
生

労
働
省
が
相
談
室
の
整
理
合
理
化
方

針
を
出
し
た
。
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

立
川
で
協
議
を
し
、
都
内
全
域
の
求

人
情
報
が
閲
覧
で
き
る
検
索
シ
ス
テ

ム
の
導
入
方
針
が
示
さ
れ
た
の
で
、

対
象
者
の
年
齢
の
枠
を
外
し
、
広
く

市
民
が
利
用
で
き
る
も
の
と
し
た
。

②
当
面
3
人
ま
た
は
4
人
体
制
で

対
応
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

③
市
報
に
掲
載
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
各
公
共
施
設
に
配
布
し
た
。
今

後
も
状
況
を
見
な
が
ら
、
市
報
な
ど

へ
の
掲
載
等
を
考
え
て
い
る
。

は
。⑤

消
火
作
業
に
問
題
の
あ
る
地
域

な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
保
護
事
業
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
一
般
住
宅
に
火
災
報
知
器

設
置
を
義
務
づ
け
る
条
例
を
制
定
す

る
検
討
を
始
め
た
と
承
知
し
て
い
る
。

②
平
成
14
年
度
が
、
65
件
、
589
平

方
　
、
1
人
で
あ
る
。
原
因
は
放
火

及
び
そ
の
疑
い
の
あ
る
も
の
21
件
、

ガ
ス
こ
ん
ろ
13
件
等
で
あ
る
。

③
設
置
義
務
対
象
の
共
同
住
宅
す

べ
て
に
設
置
が
あ
り
、
対
象
外
の
住

宅
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

④
計
画
策
定
の
予
定
は
な
い
が
、

今
後
の
動
向
を
見
き
わ
め
た
い
。

⑤
当
面
は
、
消
防
活
動
に
必
要
な

消
防
水
利
の
充
実
に
努
め
た
い
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
東
京

消
防
庁
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
承
知
し
て
い
る
か
。

②
市
内
の
火
災
発
生
件
数
及
び
焼

失
面
積
と
焼
死
者
の
推
移
は
。
火
災

原
因
の
状
況
は
。

③
集
合
住
宅
、
一
般
住
宅
へ
の
火

災
報
知
器
の
設
置
状
況
は
。

④
高
齢
者
世
帯
・
障
害
者
世
帯
に

は
、
市
独
自
の
事
業
と
し
て
火
災
報

知
器
の
設
置
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
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立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
高
次

脳
機
能
障
害
者
を
支
援
す
る
た
め
の
、

国
の
モ
デ
ル
事
業
で
の
中
間
ま
と
め

の
内
容
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

②
同
障
害
者
の
実
態
と
、
家
族
の

ニ
ー
ズ
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

③
同
障
害
者
及
び
家
族
へ
の
窓
口

で
の
対
応
状
況
と
、
関
係
施
設
の
職

員
な
ど
の
研
修
等
の
状
況
は
ど
う
か
。

④
リ
ハ
ビ
リ
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

⑤
短
期
的
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

①
高
次
脳
機
能
障
害
者
に
対

し
、
適
切
な
対
応
が
十
分
に
と
れ
て

い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

②
把
握
し
て
い
な
い
。

③
相
談
を
受
け
た
事
例
は
な
い
。

都
の
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

講
座
等
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

④
研
究
し
て
い
き
た
い
。

⑤
受
け
入
れ
の
実
績
は
な
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
職
親

制
度
の
利
用
拡
大
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
か
。

②
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
、

も
し
く
は
、
専
門
の
相
談
窓
口
を
つ

く
れ
な
い
か
。

③
市
職
員
の
採
用
に
、
精
神
障
害

者
に
も
障
害
者
法
定
雇
用
率
を
適
用

で
き
な
い
か
。

④
東
京
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

の
対
象
に
、
精
神
障
害
を
加
え
る
よ

う
働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
社
会
適
応
訓
練
事
業
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
窓
口
で
配
布
し
、
精

神
保
健
福
祉
担
当
の
保
健
師
が
社
会

適
応
訓
練
事
業
利
用
に
関
す
る
相
談
、

助
言
等
を
行
い
、
利
用
の
拡
大
に
努

め
て
い
る
。

②
つ
く
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
東
京
障
害
者

職
業
セ
ン
タ
ー
多
摩
支
所
等
と
連
携

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

③
障
害
者
雇
用
率
制
度
の
算
定
に
、

精
神
障
害
者
は
入
っ
て
い
な
い
た
め
、

市
が
独
自
で
雇
用
率
を
適
用
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

④
精
神
障
害
者
の
職
業
訓
練
は
都

立
技
術
専
門
学
校
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
働
き
か
け
は
考
え
て
い
な
い
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
障
害

者
支
援
費
制
度
の
、
今
年
度
の
国
の

補
助
金
不
足
の
懸
念
を
ど
う
見
る
か
。

新
年
度
の
確
保
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

②
利
用
申
請
者
数
や
サ
ー
ビ
ス
の

供
給
基
盤
整
備
等
の
状
況
は
ど
う
か
。

③
市
の
支
援
費
決
定
に
は
、
家
族

の
状
況
を
反
映
さ
せ
て
い
る
の
か
。

④
こ
の
制
度
に
対
す
る
要
望
は
。

市
長
　
①
50
億
円
程
度
の
財
源
が
不

足
見
込
み
と
聞
く
。
新
年
度
予
算
確

保
の
見
通
し
を
答
え
る
の
は
難
し
い
。

②
9
月
末
時
点
で
636
人
の
申
請
が

あ
り
、
全
員
を
利
用
決
定
し
て
い
る
。

居
宅
生
活
支
援
費
の
供
給
基
盤
に
つ

い
て
は
お
お
む
ね
整
備
で
き
て
い
る
。

③
厚
生
労
働
省
令
に
よ
り
介
護
を

行
う
者
の
年
齢
等
を
考
慮
し
て
い
る
。

④
居
宅
生
活
支
援
費
に
か
か
わ
る

支
給
実
績
に
応
じ
た
国
庫
補
助
金
の

財
源
確
保
を
要
望
し
て
い
る
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
介

護
保
険
開
始
前
後
か
ら
現
在
ま
で
、

高
齢
者
の
実
態
調
査
は
ど
う
行
わ
れ

た
か
。
結
果
の
分
析
は
ど
う
か
。

②
介
護
保
険
開
始
以
降
の
実
績
か

ら
、
一
番
の
課
題
は
何
か
。

③
介
護
保
険
に
移
行
し
な
か
っ
た

高
齢
者
施
策
は
行
き
渡
っ
て
い
る
か
。

④
見
守
り
ネ
ッ
ト
の
現
状
と
今
後

の
方
向
性
は
。

市
長
　
①
5
つ
の
実
態
調
査
を
行
い
、

在
宅
で
の
生
活
を
支
援
す
る
基
盤
整

備
が
重
要
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
基
盤
の

充
実
と
質
の
向
上
と
考
え
て
い
る
。

③
実
態
把
握
に
努
め
、
必
要
な
人

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

④
地
域
で
見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
目
的
に
対
象
者
に
調
査
票

を
送
り
、
今
後
回
答
者
の
名
簿
を
作

成
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

宅
老
所

は
基
本
的
に
、
介
護
の
必
要
な
高
齢

者
を
受
け
入
れ
て
日
中
の
た
ま
り
場

め
、
和
室
で
は
障
子
を
取
り
外
し
て

も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
地
域

セ
ン
タ
ー
は
当
日
で
も
部
屋
を
借
り

ら
れ
る
の
に
、
公
民
館
は
な
ぜ
当
日

借
り
ら
れ
な
い
の
か
。

②
公
共
施
設
を
、
祝
日
は
原
則
開

館
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長

①
公
民
館
は
生
涯
学
習
施

設
と
し
て
の
性
格
上
、
施
設
利
用
に

つ
い
て
は
団
体
が
学
習
や
サ
ー
ク
ル

活
動
を
行
う
場
と
し
て
、
計
画
的
に

利
用
す
る
施
設
な
の
で
、
利
用
日
の

前
日
ま
で
の
申
し
込
み
と
し
て
い
る
。

②
社
会
情
勢
等
を
考
慮
す
る
中
で
、

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
学
園

東
町
地
域
セ
ン
タ
ー
の
正
面
玄
関
前

の
駐
輪
場
に
、
屋
根
を
つ
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

②
北
側
の
市
道
へ
の
出
口
付
近
に

飛
び
出
し
注
意
等
の
看
板
を
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
①
学
園
東
町
地
域
セ
ン
タ
ー

に
は
2
か
所
の
駐
輪
場
が
あ
り
、
南

側
の
広
場
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
屋
根

つ
き
の
駐
輪
場
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

正
面
玄
関
前
の
駐
輪
場
に
屋
根
を
つ

け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

②
飛
び
出
し
を
防
止
す
る
た
め
の

看
板
設
置
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

石
塚
信
治
議
員
（
政
和
）

①
萩
山

公
園
プ
ー
ル
の
シ
ャ
ワ
ー
を
温
水
に

で
き
な
い
か
。

②
50

プ
ー
ル
を
有
効
活
用
で
き

る
よ
う
、
プ
ー
ル
を
横
利
用
で
は
な

く
、
縦
に
利
用
す
る
よ
う
に
で
き
な

の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

⑤
リ
ク
エ
ス
ト
へ
の
対
応
は
。

教
育
長
　
①
要
望
を
踏
ま
え
て
、
現

在
検
討
し
て
い
る
。

②
好
評
を
得
て
い
る
。
1
日
当
た

り
平
均
約
千
4
百
冊
増
加
し
て
い
る
。

③
職
員
が
館
内
巡
回
を
し
て
い
る
。

④
全
件
予
約
開
始
後
は
月
平
均
3

千
百
5
件
で
、
微
増
が
予
想
さ
れ
る
。

⑤
月
約
1
万
件
を
超
す
リ
ク
エ
ス

ト
に
、
お
お
む
ね
対
応
で
き
て
い
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
市
内

の
公
民
館
の
開
設
年
度
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
状
況
、
建
て
か
え
の
予

定
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
花
小
金
井
北
公
民
館
の
利
用
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
花
小
金
井
北
公
民
館
に
小
規
模

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
費
用
の
試
算
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
①
花
小
金
井
北
公
民
館
は

昭
和
49
年
開
設
で
、
複
数
階
の
公
民

館
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
未
設
置
な
の

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
高
年

齢
者
職
業
相
談
室
の
実
績
を
踏
ま
え
、

就
職
情
報
室
を
開
設
す
る
に
至
っ
た

経
過
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

②
就
職
相
談
は
ど
の
よ
う
な
体
制

で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

③
市
民
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

P
R
し
て
い
く
の
か
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
図
書

館
の
祝
日
開
館
の
要
望
が
多
い
が
、

ど
の
程
度
把
握
し
理
解
し
て
い
る
か
。

②
貸
し
出
し
冊
数
が
5
冊
か
ら
10

冊
に
変
更
さ
れ
た
が
、
利
用
者
の
評

判
は
。
本
棚
か
ら
本
が
少
な
く
な
っ

た
と
の
声
を
聞
く
が
、
1
日
当
た
り

の
貸
し
出
し
冊
数
の
変
化
は
。

③
不
明
図
書
対
策
の
現
状
は
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約

と
し
、
多
く
は
小
規
模
で
家
庭
的
で

あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
市
内
の
独

居
高
齢
者
か
ら
、
部
屋
を
貸
し
て
交

流
の
場
を
持
ち
た
い
と
の
意
見
も
あ

り
、
自
立
支
援
住
宅
改
修
の
給
付
な

ど
、
介
護
予
防
・
痴
呆
予
防
等
の
た

め
の
施
策
と
し
て
、
宅
老
所
を
整
備

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
自
立
支
援
住
宅
改
修
の
給
付

は
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
日
常
生

活
の
動
作
が
困
難
な
自
立
支
援
高
齢

者
で
あ
る
対
象
者
の
居
宅
に
つ
い
て

の
事
業
で
あ
り
、
場
所
を
提
供
し
て

も
ら
う
場
合
の
適
用
は
難
し
い
。
宅

老
所
は
一
定
条
件
を
満
た
せ
ば
介
護

保
険
の
適
用
に
も
な
り
、
介
護
保
険

の
見
直
し
に
向
け
た
厚
生
労
働
省
の

検
討
作
業
の
動
向
を
見
て
い
き
た
い
。

は
花
小
金
井
北
と
仲
町
で
あ
る
。
仲

町
公
民
館
の
建
て
か
え
は
、
次
期
長

期
総
合
計
画
の
中
で
予
定
し
て
い
る
。

②
平
成
14
年
度
の
利
用
状
況
が
22

団
体
、
454
人
等
と
な
っ
て
い
る
。

③
設
置
費
用
は
改
修
費
を
含
め
約

1
千
万
円
と
考
え
て
い
る
が
、
施
設

の
老
朽
化
等
か
ら
現
状
で
の
設
置
は

困
難
と
考
え
て
い
る
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
昨
年

度
の
地
域
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
の
利

用
者
数
や
割
合
は
。

②
中
・
高
生
が
市
の
施
設
を
、
音

楽
活
動
に
利
用
す
る
際
、
利
用
上
の

制
限
は
あ
る
か
。
ま
た
利
用
者
数
は
。

③
市
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
中
・
高

生
の
利
用
料
金
及
び
利
用
者
数
は
。

④
青
少
年
セ
ン
タ
ー
等
で
、
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
が
で
き
る
か
。

⑤
小
さ
い
子
ど
も
も
利
用
す
る
施

設
と
し
て
地
域
セ
ン
タ
ー
の
改
善
は

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
①
27
万
3
千
5
百
1
人
で
、

全
利
用
者
数
の
37
％
の
割
合
で
あ
る
。

教
育
長

②
使
用
楽
器
の
制
限
は
な

い
。
利
用
者
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

③
中
学
生
が
1
面
に
つ
き
2
時
間

で
480
円
、
高
校
生
が
千
百
60
円
で
あ

る
。
利
用
者
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

市
長
　
④
体
育
館
等
を
活
用
し
て
利

用
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

⑤
安
心
し
て
遊
ん
で
い
た
だ
く
た

い
か
。

教
育
長

①
市
民
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
簡
易
な
方
法
で
の
設
置
を
検
討

し
た
い
。

②
現
在
の
プ
ー
ル
の
利
用
方
法
は
、

安
全
管
理
上
の
問
題
等
か
ら
、
プ
ー

ル
を
横
に
利
用
す
る
方
法
を
と
っ
て

い
る
。
利
用
者
の
動
向
等
を
考
慮
し
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
中
ホ

ー
ル
に
つ
い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ

る
通
常
料
金
以
外
に
発
生
す
る
利
用

料
金
が
あ
り
、
記
載
が
不
明
瞭
と
の

意
見
が
市
民
か
ら
あ
っ
た
が
ど
う
か
。

②
保
育
室
は
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

他
市
と
比
較
し
て
広
さ
は
ど
う
か
。

③
駐
車
場
の
利
用
率
は
ど
う
か
。

④
開
館
以
来
10
年
、
委
託
業
者
が

変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
理
由
は
。

市
長
　
①
希
望
に
よ
り
舞
台
設
営
を

行
う
場
合
、
別
途
費
用
が
必
要
と
な

る
が
、
設
営
の
有
無
や
金
額
が
不
明

な
た
め
掲
載
し
て
い
な
い
。
利
用
者

に
誤
解
を
与
え
な
い
方
法
を
検
討
す

る
よ
う
、
文
化
振
興
財
団
に
伝
え
る
。

②
自
主
事
業
の
際
に
、
10
畳
と
8

畳
の
和
室
を
利
用
し
託
児
室
を
開
設

し
て
い
る
。
他
市
で
は
8
畳
の
専
用

託
児
室
を
備
え
る
市
、
30
畳
の
練
習

室
を
利
用
し
て
い
る
市
な
ど
が
あ
る
。

③
地
下
駐
車
場
が
99
・
7
％
、
会

館
西
側
駐
車
場
が
87
・
5
％
で
あ
る
。

④
委
託
業
者
は
5
年
ご
と
に
見
直

し
を
し
、
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
文

化
振
興
財
団
で
決
定
し
て
い
る
。

一
般
住
宅
へ
の
火
災
報
知
器

設
置
事
業
の
実
施
を

【
福
祉
】

特
に
高
齢
者
の
市
内
施
設
の
利

用
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
教
育
・
文
化
】

年
金
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

掲
載
分
以
外
の

質

問

項

目

求
人
情
報
の
検
索
が
で
き
る
、
こ
だ
い
ら
就
職
情
報
室

（
福
祉
会
館
３
階
）

一般質問

▼
▼

利
用
し
や
す
い
図
書
館
へ

（
中
央
図
書
館
）

▲

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
望
ま
れ
る

花
小
金
井
北
公
民
館

こ
だ
い
ら
就
職
情
報
室

高
次
脳
機
能
障
害
者
の

支
援
態
勢
を
つ
く
れ
な
い
か

精
神
障
害
者
へ
の

就

労

支

援

を

障
害
者
支
援
費
制
度
の

予

算

確

保

等

高
齢
者
に
も
っ
と

き
め
細
か
な
施
策
を

心
穏
や
か
な
「
た
ま
り
場
」

宅
老
所
の
整
備
推
進
を

図
書
館
の
利
便
性
向
上

花
小
金
井
北
公
民
館
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
施
設
に

市
内
の
施
設
を
子
ど
も
に

使
い
や
す
く
す
る
た
め
に

公

共

施

設

は

祝
日
原
則
開
館
に

学
園
東
町
地
域
セ
ン
タ
ー
の

駐

輪

場

萩
山
公
園
プ
ー
ル
の

利

用

と

設

備

築

後

10

年
、

ル
ネ
こ
だ
い
ら
の
現
状

メ
ー

ト
ル

メ
ー
ト
ル


